
東野小学校            令和６年７月２日 №14 

   学 校 だ よ り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

東野小学校では各学級が 1 年に

1 回ずつ算数科の研究授業を行っ

ています。これは、校内外の先生に

参観をしていただき、招聘した講師

から指導を受けたり、参観者全員で

協議を行ったりして授業の改善に

つなげていく校内研修になります。 

今回は、1 年生が行いました。す

でに、５・６年生、たんぽぽ学級が

終わっています。9 月には 2 年生、

３・４年生が研究授業を行います。 

その時に限らず、子供たちは毎日

一生懸命授業に臨んでいます。 

 6 月 27 日の朝会時に、３名の先生

方にご来校いただき、2 学年ごとに集

まって、読み語りをしていただきまし

た。子供たちは先生方の抑揚のある語

り口調にあっという間に引き込まれ、

お話の世界に浸っていました。朝会時

に心がほかほかする素敵な時間を過

ごし、子供たちは心穏やかに一日をス

タートさせました。 

11 月 18 日、2 月 20 日にも読み

語りをしてくださることになってい

ます。今からとても楽しみです。 
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 橘高さんのお話では、「防災倉庫での備蓄には 

限界があり、災害時に備えて、各家庭での備蓄 

が大切になってくる。今は、どのようにして 

町民の方一人一人の防災意識を高め、いざ災害 

が起きた時のための備えをしていただくかが課 

題です」とのことでした。 

 どんな災害でも起きてからでは、物資が不足 

することが考えられるので、普段から右の図に 

あるような「ローリングストック」に取り組ん 

でいけたらいいと考えています。「ローリング 

ストック」とは日持ちするものを少し多めに購 

入していただいて、消費期限が近づいたら家庭 

で食べ、食べた分だけ補充するというものです。 

援助が届くまでの 1 週間程度の家族分の備蓄品 

があると少し不安が和らぐかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 27 日の９：００から旧東野中学校跡地にある「大崎上島町

防災倉庫」へ６年生が見学に行きました。町役場から防災を担当さ

れている橘高さんに来ていただき、防災倉庫内の案内や防災につい

てのお話、実際にパーテーションや簡易ベッドを組み立てたり、段

ボール製の簡易トイレを見せていただいたりしました。たくさん備

蓄されているように見えて、町民全体で考えると食料と水は 1 日分

にしかならないそうです。各家庭での備蓄が大切だそうです。 

水はポッカサッポロさんから
毎年 300 ケースいただいてい
るそうです。 

広島県防災キャラクター 

タスケ三兄弟 

奥の棚には食料（クラッカー、
マジックライス）が備蓄されて
います。 

移動式の消火栓です。いざとい
う時は、給水栓につないで消火
に当たります。 

大崎上島町の防災体制について
お話を聞いています。公助だけで

なく、自助や共助が大切です。 

パーテーションの中から段ボ
ール製の簡易トイレを見せて

いただいています。 

パーテーションの中で簡易ベッ
ドを組み立てているところで
す。狭い中での作業は大変です。 

 


